
６ 高幡地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高幡地域は、高知県の中西部に位置し、四万十川源流から中流域に至る緑豊かな山々や、

黒潮流れる太平洋に面しており、恵まれた自然環境を生かした林業（森林率 87％）をはじ

め、日本一の生産量を誇るミョウガや次世代施設園芸団地のトマトなど、施設園芸が盛ん

です。また、400 年以上続くカツオの一本釣り漁をはじめ、カツオを取り巻く文化、歴史

など、脈々と受け継がれてきた漁師町としての営みは、SDGs の観点からも注目を集め、時

代の変化に応じて進化を続けています。

一方で、人口減少は著しく進行しており、令和２年の国勢調査では 50,797 人と、前回調

査（平成 27 年）と比較して 9.6％減少、生産年齢人口の割合は、約 47％となっています。

高幡地域の令和２年度の市町村内総生産（名目）は、169,141 百万円であり、平成 27 年

度比較では、約 8.1％減少しています。また、産業別構成比（令和２年度）は、農林水産

業の割合は7.3％で、県全体の割合の２倍以上となっていますが、平成27年度比較で、1.1％

減少しています。
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R2(高知県)

R2(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R2 特化係数※ H27 R2
農業 2.13 2.30 宿泊・飲食 0.88 0.89 
林業 2.71 2.73 情報通信業 0.10 0.08 
水産業 2.54 1.80 金融・保険業 0.50 0.50 
鉱業 0.24 0.34 不動産業 0.90 0.87 
製造業 1.76 1.43 専門 0.45 0.48 
電・ガ・水・廃 1.13 1.05 公務 1.05 1.09 
建設業 1.15 1.19 教育 1.17 1.21 
卸売・小売業 0.78 0.84 保健衛生 0.87 0.92 
運輸・郵便業 1.29 1.44 その他サービス 0.80 0.85 

高知県を比較対象
とした場合

高幡地域
高知県を比較対象

とした場合
高幡地域

※特化係数:高幡地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。
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出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

産業構造の特徴



農業分野

施設園芸では、環境制御技術を導入する農家が増加し、収量が増加するなどの成果につ

ながっており、今後は、さらなる収量増を目指してデータ駆動型農業を推進していきます。

また、担い手の確保対策として、就農しやすい環境の整備、スマート農業の推進、基盤

整備による優良農地の確保等を進めています。

畜産業では、県内産豚肉の７割以上を生産している四万十町のブランドポークや梼原町

産のキジなど、生産から加工、流通販売に至る一貫した取り組みを進めており、雇用の創

出や付加価値の向上につながっています。

林業分野

高幡地域で戦後植林されたスギやヒノキの人工林は、現在その約８割が 50 年を超え、本

格的な利用の時期を迎えています。

そこで、森の工場の拡大による事業地の確保や、高性能林業機械の導入並びに路網整備

等、効率的な施業による原木生産の拡大に取り組むとともに、将来にわたって地域の豊か

な森林資源を循環利用していくため、再造林の取り組みを進めています。

これらの原木を製品にする木材加工については、製材工場の加工機械や木材乾燥機の導

入、経営改善に向けた事業戦略づくりなどを進めています。

また、四万十町の大型製材工場の操業開始に伴う木材需要量の増加等を背景に、林地残

材等を活用した木質バイオマスの利用拡大や、特用林産物の生産・販売、自伐林家等によ

る小規模林業の振興にもつながっています。

水産業分野

生産量の減少、資材や飼料高騰により、厳しい経営状況が続いていますが、処理能力と

衛生管理を強化した水産加工場の整備により、養殖魚の付加価値の向上や販売強化に取り

組んでおり、担い手の確保・育成を行いながら、生産者と連携して地場産業の継続に取り

組んでいます。

商工業分野

地域資源を活用した加工品の製造・販売では、四万十ポークや四万十川流域の栗・芋な

ど、加工施設の整備が進み、衛生管理の向上や生産体制の強化などにより、売上げの増加

や雇用の創出につながっています。６次産業化の動きも加速化され、商品開発や商談会出

展など、ハード、ソフト両面で地産外商を進めています。

また、中心市街地の活性化においては、引き続き、活性化計画に基づき、チャレンジシ

ョップの展開や関係者と協働で地域主体の賑わいづくりなどに取り組む必要があります。

観光分野

全国的にも貴重な地形の四国カルストや、暮らしとともに大切にされてきた清流四万十

川、スケールの大きい太平洋などの豊かな自然やバラエティに富んだ食をはじめ、龍馬脱

藩の道、津野山神楽、漁師町など、歴史的・文化的遺産が多く、魅力的な観光資源に恵ま

れています。令和４年度に高幡５市町の広域観光組織が設置されたことから、効果的な情



報発信や、食や自然体験など、観光資源を組み合わせた周遊促進及び滞在型観光の推進を

図り、交流人口の拡大や地域経済の活性化を目指して取り組んでいます。

（２） 地域アクションプランの概要

コロナ禍から回復傾向にあるものの、物価高騰による影響の長期化が懸念されるほか、

様々な分野で人手不足が深刻化しています。当地域では、一次産業分野を中心に、デジタ

ル化やグリーン化などを通じて生産体制の強化や販売拡大に取り組むとともに、関西圏で

の県アンテナショップ開設も見据え、地域資源を活用した商品開発や販売拡大など、地産

外商の取り組みを一層強化していきます。

また、広域観光組織「（一社）奥四万十高知」を中心に、地域地域の魅力ある観光資源を

生かした観光ルートや体験プログラムの造成等により、周遊促進及び滞在時間の延長を図

り、地域経済の波及効果を意識した取り組みを進めます。

共通課題である人手不足については、移住・定住の促進や、担い手の育成、労働力の確

保など、県と市町村が連携し、各産業分野で取り組む中長期の施策と連動しながら、取り

組んでいきます。

農業分野

データ駆動型農業の取り組みを継続するとともに、施設園芸分野での脱炭素の取り組み

を加速させるため、ヒートポンプ等の導入を拡大していきます。また、ミョウガについて

は、引き続き、生産に関連する循環型養液システムやヤシガラ培地の活用等を進め、出荷

量及び販売額の増加に向けて取り組んでいきます。

四万十町では、栗や芋など四万十川流域の資源を活かして、生産者と加工事業者が連携

して６次産業化の取り組みを拡大し、担い手育成を含め、中山間地域の持続可能な農業と

して、所得の向上と雇用の創出を図ります。

また、有機栽培を行う生産者と流通販売者との連携による地産外商や、特色ある商品づ

くりの取り組みも始まっています。

畜産業においては、四万十ポークや梼原町産キジのブランド化に向けて、畜舎整備によ

る生産力の強化や、安定的な生産体制の確保、販売拡大に取り組んでいきます。

林業分野

梼原町では、林業を核に、次世代に引き継ぐより良い環境づくりと経済の循環といった

幅広い視点で、森林資源の活用や付加価値の創造に取り組み、町有林の伐採から再造林、

再生可能エネルギーの地産地消化を図るとともに、持続可能な経営に向けて、担い手の育

成や環境先進企業との協働、林業経営のイノベーションを図る取り組みを進めていきます。

水産業分野

須崎市産の養殖マダイ等は、加工施設の整備・拡張により、生産体制の強化と加工品の

ラインナップにより、販路開拓や販売拡大に取り組みます。



また、梼原町のアメゴは、養殖のデジタル化に取り組んでおり、データをもとにノウハ

ウを蓄積しながら課題解決を図り、省力化、効率化につながりつつあります。今後は、企

業とも連携しながら、商品開発や販路開拓を進めます。

商工業分野

四万十川流域の栗や芋、津野茶や四万十ポーク、梼原町産のキジや桜など、各地域の特

色ある商品の開発や加工場の整備、販路開拓など、取り組みを一層強化します。

また、各市町の道の駅を核とした外商活動を強化するとともに、中心市街地の活性化な

ど、賑わいづくりにも取り組んでいきます。

観光分野

「星ふるヴィレッジ TENGU」や「フォレストアドベンチャー高知」、「ロゴスパークシー

サイド高知須崎」など、魅力的な観光拠点の整備が次々と進み、交流人口の拡大につなが

っています。産官学金言が連携した須崎市の「海のまちプロジェクト」では、「須﨑大漁堂」

や「須﨑のサカナ本舗」がオープン、須崎の魚を中心に高幡地域それぞれの食の提供や PR

を行い、エリア全体への周遊を促しています。また、「土佐久礼カツオ」の文化や食と体験

を主役とした観光資源の魅力向上を図り、持続可能な地域産業への取り組みを一層強化し

ます。

（一社）奥四万十高知を中心に、市町村や関係機関と連携しながら、県の新たな観光キ

ャンペーン「どっぷり高知旅キャンペーン」の施策と連動し、海、山、川の豊かな自然や

食、育まれてきた歴史や文化、そして「ひと」など、高幡地域をまるごと味わい、また訪

れていただけるような取り組みを進めていきます。

併せて、大阪万博を見据えたインバウンド向けの商品造成や周遊プランの充実、おもて

なしコンシェルジュの育成など、観光資源を効果的に組み合わせた滞在型観光を強化し、

観光消費額の増加を目指します。



（３）　具体的な取り組み
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項目

くろしおミョウガ販売拡大プロジェクト

梼原町産キジ肉の販売拡大プロジェクト

四万十流域資源のブランド力を活かした地域の活性化

四万十町畑作振興プロジェクト

四万十ポークのブランド化の推進

梼原100年の森林・人づくりプロジェクト　～森と水の文化を紡ぐ～

須崎市産養殖マダイ等の販路拡大

ゆすはらアメゴの生産・販売促進

「鰹乃國水産」ブランドの創出・販売促進

道の駅なかとさSEAプロジェクト

梼原町地産地消・外商の促進

梼原町産の桜を活用した加工品等の生産・販売拡大

津野町地産地消・外商推進プロジェクト

道の駅「あぐり窪川」の機能強化と地域の活性化

四万十町生姜生産農家と連携した集出荷体制の整備と販売拡大

高幡地域における広域観光の推進

須崎市海のまちプロジェクト

浦ノ内マリンパークにおける交流人口の拡大による地域の活性化

スケートパークを核とした地域の活性化

カツオを起点とした持続可能な観光を主軸とする地域産業の振興

梼原町の体験型・滞在型観光の推進

津野町まるごと体感！観光推進プロジェクト

わざわざいこう「海洋堂ホビー館四万十」を核としたミュージアムのまちづくり

～しまんとがわのまんなか～四万十町観光交流促進事業

四万十町観光交流拠点施設の整備

農

水

商
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